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一　
資
料
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究
　
二
〇
一
八
年
は
、
大
学
史
編
集
所
の
発
展
的
改
組
に
よ
り
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ
ン
タ
ー
）
が
発
足
し
て
二
〇
年
目
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
〇
年
間
に
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
、
二
号
館
か
ら
一
二
〇
号
館
（
旧
早
稲
田
実
業
校
舎
）
に
移
転
し
、
さ
ら
に
二
〇
一
三
年
、
現
在
の
東
伏
見
に
移
転
し
た
。
東
伏
見
に
移
っ
て
、
は
や
五
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
学
史
編
集
所
の
前
身
、
校
史
資
料
室
の
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』（
以
下
、『
記
要
』）
は
、
本
巻
を
も
っ
て
第
五
〇
巻
と
な
っ
た
（
本
巻
に
創
刊
以
来
の
総
目
次
を
掲
載
し
た
）。
　
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、「
本
大
学
の
歴
史
、
創
設
者
大
隈
重
信
お
よ
び
関
係
者
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
将
来
に
伝
承
す
る
」（
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
二
条
）
こ
と
を
中
心
的
な
業
務
と
す
る
機
関
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
か
ら
、
こ
れ
ま
で
早
稲
田
大
学
史
に
関
す
る
論
〔
巻
頭
文
〕
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
研
究
機
能
　
大
日
方　
純　
夫
2
稿
や
、
大
隈
重
信
を
対
象
と
す
る
論
稿
な
ど
を
『
記
要
』
に
掲
載
し
て
き
た
。
ま
た
、
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
、
そ
の
講
演
・
報
告
を
『
記
要
』
に
掲
載
し
て
き
て
い
る
。
　
「
本
大
学
の
歴
史
」
に
関
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
、
二
〇
三
二
年
の
創
立
一
五
〇
周
年
を
期
し
た
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
事
業
が
正
式
に
開
始
さ
れ
、
資
料
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
事
務
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
編
纂
業
務
を
担
う
た
め
に
は
、
研
究
機
能
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
業
務
と
か
か
わ
っ
て
、
二
〇
一
五
年
以
来
、
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
、
大
学
史
編
纂
の
あ
り
方
に
つ
い
て
深
め
る
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い
る
（
各
講
演
録
は
『
記
要
』
に
掲
載
）。
　
他
方
、「
創
設
者
大
隈
重
信
」
の
「
事
蹟
」
に
関
し
て
は
、
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
全
一
一
巻
の
翻
刻
・
出
版
を
開
始
し
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
完
結
し
た１
。
そ
れ
は
、
大
隈
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
日
本
研
究
の
多
様
な
分
野
に
寄
与
し
、
近
代
日
本
像
の
再
構
築
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
期
し
た
企
画
で
あ
っ
た
。
編
纂
・
刊
行
の
た
め
に
は
、
大
隈
宛
書
翰
を
収
集
・
整
理
し
、
正
確
に
翻
刻
し
、
一
通
ご
と
に
年
代
を
確
定
す
る
作
業
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
は
多
大
な
調
査
・
研
究
が
必
要
と
さ
れ
た２
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
佐
賀
市
大
隈
記
念
館
（
二
〇
一
七
年
に
大
隈
重
信
記
念
館
と
改
称
）
主
催
の
「
大
隈
祭
」
に
お
け
る
講
演
記
録
な
い
し
講
演
に
も
と
づ
く
論
稿
を
『
記
要
』
に
掲
載
し
て
き
て
い
る
。
　
し
か
し
、「
創
設
者
大
隈
重
信
お
よ
び
関
係
者
の
事
蹟
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不
明
な
部
分
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
。
　
た
と
え
ば
、
大
隈
を
助
け
て
東
京
専
門
学
校
を
開
校
し
た
中
心
人
物
は
小
野
梓
で
あ
る
が
、
小
野
が
ア
メ
リ
カ
、
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
う
ち
の
小
野
が
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
出
航
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
一
八
七
一
年
二
月
頃
」
と
さ
れ
て
き
た
。
重
要
な
拠
り
所
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
大
学
史
編
集
所
編
『
小
野
梓
全
集
』
別
冊
（
早
稲
田
大
学
、
一
九
八
二
年
）
に
収
録
さ
れ
た
小
野
の
「
年
譜
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
般
、
小
野
の
米
英
留
学
の
時
期
に
関
す
る
履
歴
事
項
に
検
3
討
を
加
え
た
結
果
、
小
野
が
横
浜
を
出
航
し
た
の
は
、
従
来
の
通
説
・
定
説
よ
り
も
一
年
遅
い
「
一
八
七
二
年
三
月
二
六
日
（
陰
暦
の
明
治
五
年
二
月
一
八
日
）」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（『
記
要
』
第
四
六
巻
参
照
）。
　
ま
た
、
小
野
の
も
と
で
、
高
田
早
苗
と
と
も
に
東
京
専
門
学
校
の
創
設
に
あ
ず
か
り
、
早
稲
田
大
学
「
四
尊
」
の
一
人
と
さ
れ
る
天
野
為
之
の
生
年
に
つ
い
て
も
、
検
証
す
べ
き
事
実
が
残
っ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
九
月
、
当
資
料
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
『
図
録　
大
隈
重
信
の
軌
跡
』（
以
下
、『
軌
跡
』）
は
、
天
野
の
生
年
を
「
１
８
５
９
」
と
記
載
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、『
軌
跡
』
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
、
通
常
、
天
野
の
生
年
は
「
１
８
６
１
年
」
を
使
っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。
　
天
野
の
生
年
に
つ
い
て
は
、「
万
延
元
年
」
説
と
「
安
政
六
年
」
説
が
あ
り
、『
軌
跡
』
は
天
野
の
生
年
が
戸
籍
上
、
安
政
六
年
一
二
月
二
七
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
安
政
六
年
」
に
対
応
す
る
西
暦
の
「
一
八
五
九
年
」
を
こ
れ
に
あ
て
た
。
し
か
し
、
安
政
六
年
の
一
二
月
二
七
日
（
陰
暦
）
は
、
陽
暦
に
換
算
す
る
と
、
一
八
六
〇
年
一
月
一
九
日
に
あ
た
る
か
ら
、
戸
籍
を
採
用
し
た
場
合
で
も
、「
１
８
６
０
」
と
す
べ
き
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
は
、「
万
延
元
年
十
二
月
二
十
七
日
」、「
江
戸
唐
津
藩
下
屋
敷
に
生
れ
た
」
と
し
て
、「
万
延
元
年
」
説
を
採
用
し
て
い
る
（
第
一
巻
、
四
八
〇
ペ
ー
ジ
）。
そ
し
て
、「
天
野
の
戸
籍
に
は
、
明
治
二
十
二
年
五
月
十
五
日
願
出
に
よ
り
、
出
生
年
を
万
延
元
年
か
ら
安
政
六
年
に
訂
正
し
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
こ
れ
は
、
天
野
が
衆
議
院
議
員
選
挙
の
被
選
挙
資
格
を
得
る
た
め
だ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
（
同
、
七
一
四
〜
七
一
五
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
根
拠
は
、
浅
川
栄
次
郎
・
西
田
長
寿
『
天
野
為
之
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
〇
年
）
が
、
天
野
の
「
備
忘
録
」
に
「
明
治
二
二
年
の
頃
に
『
帰
郷
、
衆
議
院
議
員
被
選
資
格
ヲ
ツ
ク
ル
』
と
あ
る
の
は
、
出
生
年
月
日
が
間
ち
が
つ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
、
選
挙
当
時
、
満
三
〇
歳
に
達
す
る
よ
う
に
戸
籍
訂
正
を
行
つ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
変
更
以
前
の
戸
籍
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
出
生
年
は
「
万
延
元
年
」
＝
「
１
８
６
１
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
4
　
ち
な
み
に
、
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
天
野
為
之
」（
西
田
長
寿
執
筆
）
は
、「
戸
籍
上
で
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
二
月
二
十
七
日
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
実
際
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
二
月
二
十
七
日
生
ま
れ
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
平
凡
社
『
日
本
史
大
事
典
』
も
「
万
延
元
・
十
二
・
二
十
七
」、
吉
川
弘
文
館
『
明
治
時
代
史
大
辞
典
』
も
「
万
延
元
年
十
二
月
二
十
七
日
（
一
八
六
一
年
二
月
六
日
）」
と
、
天
野
の
生
年
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
軌
跡
』
で
も
、
天
野
の
生
年
は
指
摘
の
よ
う
に
、「
１
８
６
１
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
会
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
　
な
お
、
現
在
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
Ｗ
ｅ
ｂ
版
百
五
十
年
史
資
料
集
「
早
稲
田
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
天
野
の
生
年
に
つ
い
て
、「
万
延
元
年
12
月
27
日
（
１
８
６
１
年
２
月
６
日
）
／
安
政
６
年
12
月
27
日
（
１
８
６
０
年
１
月
19
日
）﹇
戸
籍
上
﹈」
と
記
載
し
、「
万
延
元
年
」
説
と
「
安
政
六
年
」
説
を
併
記
す
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
二　
大
隈
重
信
を
め
ぐ
る
事
実
関
係
│
│
若
干
の
検
証
（
１
）
大
隈
重
信
が
パ
ー
ク
ス
と
論
争
し
た
際
の
通
訳
は
誰
か
　
早
稲
田
大
学
で
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
の
『
大
隈
重
信
演
説
談
話
集
』（
岩
波
書
店
〈
岩
波
文
庫
〉）
の
刊
行
に
つ
づ
い
て
、
二
〇
一
八
年
三
月
、『
大
隈
重
信
自
叙
伝
』
を
同
じ
岩
波
文
庫
の
一
冊
と
し
て
刊
行
し
た
。
私
は
『
演
説
談
話
集
』
に
つ
づ
い
て
、
こ
の
『
自
叙
伝
』
の
編
集
に
も
携
わ
っ
た
が
、
編
集
の
最
終
盤
に
至
っ
て
、
大
隈
が
英
公
使
パ
ー
ク
ス
と
論
争
し
た
際
の
通
訳
に
関
し
て
疑
義
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
、
同
書
付
載
の
「
大
隈
重
信
略
年
表
」
で
、「
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
／
明
治
元
）」「
閏
四
月
三
日
、
耶
蘇
教
問
題
で
英
公
使
パ
ー
ク
ス
と
論
争
。
交
渉
能
力
を
評
価
さ
れ
る
。」
と
し
た
事
実
関
係
に
関
わ
る
。『
自
叙
伝
』
本
文
の
該
当
箇
所
は
「
七　
新
政
府
に
加
わ
る
│
│
外
交
の
初
陣
」
の
「
３　
耶
蘇
教
問
題
を
め
ぐ
る
英
公
使
パ
ー
ク
ス
と
の
対
決
」
の
な
か
に
含
ま
れ
、
大
隈
の
伝
記
の
な
か
で
も
ハ
5
イ
ラ
イ
ト
に
属
す
る
部
分
で
あ
る
。『
自
叙
伝
』
で
は
、
関
係
す
る
記
述
に
、〔
外
交
に
於
け
る
初
陣
〕〔
英
公
使
パ
ー
ク
ス
と
の
初
対
面
〕
〔
パ
ー
ク
ス
と
の
対
決
〕〔
パ
ー
ク
ス
と
の
喧
嘩
別
れ
〕〔
通
訳
シ
ー
ボ
ル
ト
の
評
価
と
耶
蘇
教
問
題
の
処
理
〕
と
い
う
小
見
出
し
を
つ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
通
訳
シ
ー
ボ
ル
ト
」
に
疑
念
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
い
う
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
鳴
滝
塾
で
多
く
の
蘭
学
者
・
医
学
者
を
指
導
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
子
に
あ
た
り
、
た
し
か
に
『
国
史
大
辞
典
』
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ー
ボ
ル
ト
」
の
項
に
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
か
ら
一
八
七
〇
年
ま
で
、
英
国
公
使
館
に
勤
務
し
た
と
あ
る
。
　
『
自
叙
伝
』
の
底
本
と
し
た
の
は
、
大
隈
の
回
顧
談
を
ま
と
め
た
『
大
隈
伯
昔
日
譚
』（
円
城
寺
清
編
、
立
憲
改
進
党
々
報
局
、
一
八
九
五
年
）
で
あ
る
。『
自
叙
伝
』
の
編
集
実
務
を
担
当
し
た
高
橋
央
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
大
隈
伯
昔
日
譚
』
以
外
に
、『
早
稲
田
清
話　
大
隈
老
侯
座
談
集
』（
冬
夏
社
、
一
九
二
二
年
）
で
も
、
大
隈
は
「
蘭
人
シ
ー
ボ
ル
ト
」
が
通
訳
し
た
と
語
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
大
隈
の
回
顧
談
に
も
と
づ
い
て
、『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
大
隈
侯
八
十
五
年
史
編
纂
会
、
一
九
二
六
年
）、
中
村
尚
美
『
大
隈
重
信
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
一
年
）、
真
辺
将
之
『
大
隈
重
信
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
、
大
隈
に
関
す
る
伝
記
類
は
、
い
ず
れ
も
通
訳
は
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、『
国
史
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
遣
欧
使
節
徳
川
昭
武
一
行
に
随
行
し
、
一
八
六
七
年
に
は
渡
欧
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
央
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ナ
ー
著
／
竹
内
精
一
訳
『
シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
伝
』（
創
造
社
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
一
八
六
七
年
一
二
月
に
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
謁
見
し
て
、
徳
川
昭
武
の
通
訳
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
大
英
博
物
館
と
父
親
の
資
料
に
関
す
る
交
渉
を
し
て
、
一
八
六
八
年
七
月
に
大
英
博
物
館
に
資
料
の
移
管
が
行
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
一
八
四
〜
一
八
五
ペ
ー
ジ
）。
　
徳
川
昭
武
に
随
行
し
た
渋
沢
栄
一
の
「
巴
里
御
在
館
日
記
」
に
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
関
す
る
記
載
が
散
見
さ
れ
る
が
（
デ
ジ
タ
ル
版
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
に
よ
る
）、
大
隈
が
パ
ー
ク
ス
と
論
争
し
た
時
（
慶
応
四
年
閏
四
月
三
日
、
西
暦
一
八
六
八
年
五
月
二
四
日
）
に
最
も
近
い
の
は
、
6
四
月
二
三
日
（
西
暦
五
月
一
五
日
）
で
、「
シ
ー
ボ
ル
ト
罷
出
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
一
八
六
八
年
五
月
二
四
日
（
慶
応
四
年
閏
四
月
三
日
）
時
点
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
（
日
本
に
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）。
　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
自
叙
伝
』
で
は
「
外
務
省
の
雇
員
シ
ー
ボ
ル
ト
」
に
注
を
つ
け
、
シ
ー
ボ
ル
ト
自
体
に
つ
い
て
は
、
鳴
滝
塾
で
多
く
の
蘭
学
者
・
医
学
者
を
指
導
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
が
父
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
た
だ
し
、
一
八
六
七
（
慶
応
三
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、
徳
川
昭
武
に
随
行
し
て
渡
欧
し
て
い
る
た
め
、
通
訳
に
あ
た
っ
た
の
は
別
人
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。」
と
記
し
た
。
底
本
で
あ
る
『
大
隈
伯
昔
日
譚
』
の
記
載
に
疑
念
が
生
じ
た
た
め
、
判
明
し
た
事
実
関
係
に
即
し
て
最
低
限
の
問
題
点
の
み
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
通
訳
と
し
て
大
隈
・
パ
ー
ク
ス
論
争
に
立
ち
会
っ
た
の
は
誰
か
。
論
争
当
日
の
二
日
前
の
慶
応
四
年
閏
四
月
一
日
（
一
八
六
八
年
五
月
二
二
日
）、
パ
ー
ク
ス
は
大
阪
東
本
願
寺
掛
所
で
信
任
状
を
天
皇
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
、
外
国
に
よ
る
新
政
府
承
認
の
最
初
で
あ
っ
た
が
、『
大
日
本
外
交
文
書
』
第
一
巻
第
一
冊
（
外
務
省
調
査
部
編
、
日
本
国
際
協
会
、
一
九
三
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
パ
ー
ク
ス
に
随
従
し
た
「
属
官
」
と
し
て
、「
ヱ
フ
オ
ア
ダ
ム
ス
」・「
ミ
ツ
ト
ホ
ル
ト
」・「
サ
ト
ウ
」
の
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
六
三
〇
ペ
ー
ジ
）。
萩
原
延
壽
『
江
戸
開
城　
遠
い
崖
│
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
７
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
ズ
は
公
使
館
書
記
官
、
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
は
二
等
書
記
官
、
サ
ト
ウ
は
日
本
語
書
記
官
で
あ
る
（
九
四
ペ
ー
ジ
）。
　
一
九
二
一
年
に
出
版
さ
れ
た
サ
ト
ウ
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
下
（
坂
田
精
一
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
奉
呈
式
に
先
立
っ
て
、
サ
ト
ウ
は
信
任
状
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
り
、
参
列
す
る
士
官
の
人
数
に
つ
い
て
日
本
側
と
相
談
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
大
隈
・
パ
ー
ク
ス
論
争
の
当
日
の
「
二
十
四
日
」（
閏
四
月
三
日
）
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
（
一
九
七
ペ
ー
ジ
）。
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初
め
て
顔
を
見
知
っ
た
大
隈
八
太
郎
（
訳
注　
参
与
兼
外
国
事
務
局
判
事
大
隈
八
太
郎
＝
重
信
）
と
い
う
肥
前
の
若
侍
が
、
自
分
は
聖
書
や
「
草
プ
レ
ー
ア
リ
・
ブ
ッ
ク
原
本
」（
訳
注　
祈
プ
レ
ヤ
ー
・
ブ
ッ
ク
禱
本
を
誤
っ
て
発
音
し
た
の
を
皮
肉
っ
た
も
の
）
を
読
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は
充
分
心
得
て
い
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
面
前
で
見
え
を
切
っ
た
の
は
、
多
分
こ
の
時
だ
っ
た
と
思
う
。
大
隈
は
長
崎
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ヴ
ァ
ー
ベ
ッ
ク
（
訳
注　
フ
ル
ベ
ッ
キ
）
博
士
の
弟
子
ら
し
か
っ
た
。
　
な
お
、
大
隈
・
パ
ー
ク
ス
論
争
の
場
に
同
席
し
た
木
戸
孝
允
は
、
同
日
の
日
記
に
「
大
隈
尤
耶
蘇
之
論
を
愉
快
に
談
す
」
と
記
し
て
お
り
（
日
本
史
籍
協
会
『
木
戸
孝
允
日
記
』
第
一
、
一
九
三
二
年
、
一
六
ペ
ー
ジ
）、
ま
た
、
そ
の
五
日
前
、
四
月
二
八
日
に
は
、「
英
人
サ
ト
ー
、
ミ
ツ
ト
ホ
ー
ル
」
と
会
っ
た
旨
の
記
載
が
あ
る
（
同
、
一
三
ペ
ー
ジ
）。
　
以
上
か
ら
み
て
、
パ
ー
ク
ス
と
論
争
し
た
際
の
通
訳
が
シ
ー
ボ
ル
ト
で
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、
大
隈
の
記
憶
違
い
で
あ
り
、
サ
ト
ウ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
実
際
、
サ
ト
ウ
は
「
キ
リ
ス
ト
教
問
題
が
論
議
さ
れ
」、「
六
時
間
の
長
き
に
お
よ
ん
だ
」
こ
の
日
の
会
議
に
つ
い
て
、「
私
に
と
っ
て
は
、
英
語
か
ら
日
本
語
へ
、
日
本
語
か
ら
英
語
へ
と
通
訳
し
つ
づ
け
る
六
時
間
で
も
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
（『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
下
、
二
〇
一
ペ
ー
ジ
）。
（
２
）
な
ぜ
護
国
寺
が
大
隈
重
信
の
墓
所
な
の
か
　
つ
ぎ
に
も
う
一
点
、
大
隈
重
信
に
関
わ
る
事
実
関
係
の
一
端
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
昨
年
（
二
〇
一
八
年
）、
大
隈
重
信
の
墓
所
設
置
の
経
緯
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
護
国
寺
が
大
隈
重
信
の
墓
所
と
な
っ
た
の
か
を
調
査
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
　
前
掲
の
『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
第
三
巻
）
は
、
大
隈
の
葬
儀
に
関
し
て
、
国
民
葬
が
催
さ
れ
た
日
比
谷
公
園
の
門
を
出
て
、「
君
の
墳
墓
の
地
と
定
め
ら
れ
た
音
羽
護
国
寺
に
向
つ
た
」（
六
三
七
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
、「
君
の
霊
は
平
生
思
慕
し
た
母
堂
三
井
子
刀
自
の
傍
ら
で
永
久
の
眠
り
に
入
つ
た
」（
六
三
八
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。
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大
隈
重
信
の
墓
所
が
護
国
寺
と
な
っ
た
の
は
、『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
第
三
巻
）
に
あ
る
よ
う
に
、
母
三
井
子
を
「
護
国
寺
畔
に
葬
つ
た
」
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
母
三
井
子
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
月
一
日
、
早
稲
田
邸
で
死
去
し
、
「
護
国
寺
畔
」
に
埋
葬
さ
れ
た
。
大
隈
の
墓
所
は
、
そ
の
傍
ら
に
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
隈
の
葬
儀
は
神
式
で
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、
母
親
の
葬
儀
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
母
の
葬
儀
を
神
式
と
し
た
事
情
に
つ
い
て
、『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
第
三
巻
）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
七
五
八
ペ
ー
ジ
）。
王
政
維
新
の
後
、
皇
室
の
儀
礼
は
総
て
神
式
で
行
は
せ
ら
る
ゝ
由
を
拝
聞
し
た
の
で
、
母
堂
は
君
に
向
ひ
「
私
ら
も
陛
下
の
思
召
を
奉
戴
し
て
、
神
道
を
尊
信
し
、
葬
式
は
子
孫
の
後
ま
で
必
ず
神
式
に
し
た
い
」
と
伝
へ
た
。
君
は
こ
の
遺
言
に
従
う
て
、
そ
の
逝
去
に
当
り
神
葬
に
し
た
。
　
大
隈
死
去
の
翌
日
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
一
月
一
一
日
付
『
読
売
新
聞
』
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
菩
提
寺
は
護
国
寺　
母
堂
三
井
子
刀
自
の
傍
に　
石
垣
張
り
の
六
坪
に
睡
る
筈　
侯
爵
家
の
菩
提
寺
は
小
石
川
音
羽
町
護
国
寺
で
墓
地
は
約
六
坪
ば
か
り
を
石
垣
を
廻
ら
し
て
あ
り
侯
爵
母
堂
三
井
子
刀
自
の
石
碑
が
一
基
寂
し
く
立
つ
て
ゐ
る
　
大
隈
の
母
の
死
去
後
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
は
連
載
「
賢
母
逸
話
」
の
な
か
で
、
一
八
九
五
年
一
月
八
日
、「
神
葬
に
せ
ら
れ
し
理
由
」
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
神
式
と
し
た
理
由
と
あ
わ
せ
て
、
護
国
寺
に
墓
地
を
求
め
た
事
情
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
の
で
、
長
文
に
わ
た
る
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（
ル
ビ
は
一
部
を
除
い
て
削
除
し
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
付
し
た
）。
刀
自
が
今こた
び回
の
葬
儀
を
神
葬
式
に
て
執
行
さ
れ
し
に
つ
き
て
は
、
神
葬
を
以
て
大
隈
家
の
家
風
な
り
と
思
ふ
人
も
有
る
べ
け
れ
ど
、
こ
れ
に
つ
き
て
も
感
ず
べ
く
し
か
も
趣あじ
わ
い味
あ
る
一ひと
つ箇
の
話
あ
り
。
同
家
に
て
は
先
代
よ
り
神
葬
式
を
家
風
と
せ
ら
る
ゝ
に
は
あ
ら
ず
。
現
に
四
十
五
年
前
刀
自
の
9
良おっ
と人
大
隈
信
保
氏
の
葬
儀
を
故
郷
佐
賀
に
て
執とり
行おこ
なひ
し
時
に
は
菩
提
寺
に
於
て
仏
葬
式
に
て
執
行
し
、
刀
自
も
他
年
没みま
かり
た
ら
ん
に
は
同
所
に
葬
ら
れ
ん
と
の
覚
悟
な
り
し
か
ば
、
彭
壽
院
祖
嶽
良
倫
と
い
ふ
戒
名
ま
で
授
け
ら
れ
た
り
。
其
の
後
、
御
一
新
の
後
ち
な
り
け
り
、
刀
自
は
伯
爵
に
向
ひ　
禁
裏
様
に
は
い
よ
〳
〵
神
道
御
皈
依
と
御
定
め
遊
ば
さ
れ
た
る
上
か
ら
は
、
我
等
と
て
も
其
の
御
覚
召
に
従
ひ
此
後
の
葬
式
は
神
葬
式
に
て
執
行
ふ
べ
き
は
勿
論
な
り
、
さ
れ
ば
我
身
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
御
身
等
は
じ
め
子
々
孫
々
み
な
此
式
に
て
葬
ら
れ
同
じ
所
に
埋
め
ら
れ
ん
こ
そ
願
は
し
け
れ
と
語
ら
れ
、
其
後
も
屡
々
こ
の
こ
と
を
繰
返
へ
さ
れ
し
か
ば
、
伯
爵
に
於
て
も
万
一
不
幸
の
事
あ
ら
ば
神
葬
祭
に
て
執
行
す
べ
し
と
答
へ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
大
隈
家
に
て
は
四
十
五
年
来
か
つ
て
一
度
も
棺
を
門
内
よ
り
出
し
た
る
事
な
か
り
し
か
ば
、
墓
地
等
の
準
備
も
な
さ
ゞ
り
し
に
、
此
度
刀
自
永
眠
せ
ら
れ
し
に
つ
き
、
茲
に
初
め
て
東
京
に
墓
地
を
定
め
、
遺
骸
は
遺
言
に
従
ひ
神
葬
式
に
て
埋
葬
す
る
こ
と
ゝ
な
り
た
り
。
さ
れ
ど
旧
年
の
こ
と
も
あ
れ
ば
と
て
、
同
家
に
て
は
遺
髪
だ
け
は
郷
里
に
送
り
菩
提
寺
に
於
て
更
に
仏
葬
式
を
営
み
、
年
回
法
事
の
如
き
も
正
式
以
外
に
特
に
仏
式
に
て
営
む
筈
な
り
と
い
ふ
。
　
こ
う
し
て
大
隈
の
母
三
井
子
の
葬
儀
は
神
式
で
執
行
さ
れ
、
護
国
寺
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
を
、
一
八
九
五
年
一
月
八
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
（
ル
ビ
は
削
除
し
、
適
宜
、
句
読
点
等
を
付
し
た
）。
●
大
隈
伯
母
堂
の
葬
儀　
大
隈
伯
の
母
堂
彭
壽
院
殿
の
葬
儀
は
予
期
の
通
り
一
昨
日
午
後
一
時
早
稲
田
な
る
自
邸
出
棺
、
音
羽
護
国
寺
に
於
て
執
行
せ
ら
れ
た
り
。
此
日
会
葬
者
（
中
略
）
其
数
無
慮
八
千
余
名
、
当
日
葬
主
は
大
隈
英
麿
氏
徒
歩
に
て
柩
に
随
ひ
、
伯
爵
並
に
令
夫
人
は
喪
服
に
て
馬
車
に
乗
じ
、
護
国
寺
門
前
よ
り
徒
歩
し
て
神
殿
に
至
り
、
午
後
三
時
頃
奏
楽
と
共
に
一
同
着
席
、
千
家
氏
の
祭
式
あ
り
。
次
に
近
親
の
礼
拝
、
鳩
山
専
門
学
校
総
代
の
祭
文
朗
読
等
あ
り
て
午
後
五
時
式
を
終
れ
り
。
葬
儀
の
通
路
は
見
る
も
の
山
の
如
く
、
牛
込
警
察
署
よ
り
特
に
巡
査
二
十
余
名
を
派
出
し
て
警
戒
を
加
へ
し
め
た
り
と
。
　
前
掲
の
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
大
隈
家
が
護
国
寺
に
墓
所
を
求
め
た
の
は
、
母
親
死
去
の
際
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
10
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
証
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。『
護
国
寺
史
』（
護
国
寺
史
編
纂
委
員
会
編
、
護
国
寺
、
一
九
八
八
年
）
は
、
護
国
寺
の
旧
境
内
地
東
端
に
豊
島
ヶ
岡
御
陵
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
（
一
八
七
三
年
）、
三
条
実
美
の
墓
所
が
護
国
寺
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
（
一
八
九
一
年
）
な
ど
か
ら
、「
護
国
寺
の
霊
域
を
墓
所
と
す
る
者
が
続
出
し
」
た
と
記
し
て
い
る
（
三
一
五
〜
三
一
六
ペ
ー
ジ
）。
同
書
は
、「
護
国
寺
境
内
の
墓
地
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
『
明
教
新
誌
』（
三
一
六
〇
号
、
一
八
九
二
年
一
一
月
三
〇
日
）
の
記
事
も
載
せ
て
い
る
。
小
石
川
護
国
寺
境
内
の
墓
地
は
、
同
寺
本
堂
の
裏
手
に
当
る
一
隅
に
あ
り
て
、
其
の
広
さ
は
千
坪
以
上
も
あ
る
赴
き
に
て
、
普
通
の
共
葬
墓
地
と
は
違
い
、
恐
れ
多
く
も
御
陵
に
接
続
の
地
と
て
、
容
易
に
俗
眼
に
触
る
る
こ
と
な
く
、
自
ら
尊
く
し
て
之
を
仰
ぎ
之
を
拝
み
、
満
目
の
風
景
只
だ
何
に
と
な
く
威
厳
の
盛
ん
な
る
を
見
る
べ
き
が
故
に
、
已
に
故
三
条
公
爵
を
始
め
と
し
て
、
故
山
田
・
黒
田
の
両
伯
、
及
び
千
家
男
爵
等
も
夫
れ
〳
〵
予
約
あ
り
と
云
う
、（
下
略
）
　
こ
う
し
た
な
か
で
、
大
隈
家
も
護
国
寺
に
墓
所
を
求
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
も
と
も
と
護
国
寺
は
、
幕
府
の
祈
願
寺
と
し
て
特
別
の
保
護
を
う
け
、
檀
家
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
維
新
後
は
経
済
的
な
苦
境
に
陥
り
、
さ
ら
に
境
内
地
の
上
知
、
本
坊
・
護
摩
堂
等
の
焼
失
（
一
八
八
三
年
）
な
ど
も
あ
っ
て
、
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（『
護
国
寺
史
』
な
ど
に
よ
る
）。
な
お
、
三
条
実
美
の
葬
儀
（
国
葬
）
は
、
豊
島
ヶ
岡
の
宮
内
省
所
属
墓
地
（
護
国
寺
境
内
）
お
い
て
神
式
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
一
年
二
月
二
一
日
付
・
二
六
日
付
）。
　
大
隈
重
信
の
葬
儀
も
神
式
で
行
わ
れ
た
。『
大
隈
侯
八
十
五
年
史
』（
第
三
巻
）
は
、「
神
饌
が
供
へ
ら
れ
る
と
千
家
斎
主
は
神
官
を
従
へ
て
墓
前
祭
の
祝
詞
を
読
み
、
君
の
功
績
を
礼
讃
し
て
平
安
を
祈
念
し
た
」（
六
三
八
ペ
ー
ジ
）
と
記
し
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
大
隈
の
葬
儀
を
仏
式
と
す
る
か
、
神
式
と
す
る
か
で
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
を
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
二
年
一
月
一
一
日
付
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
11
墓
地
は
略ほぼ
音
羽
護
国
寺
に
決
定
し
、（
中
略
）
葬
儀
を
仏
式
と
す
る
か
神
式
に
依
る
か
に
就
て
は
親
族
間
に
も
意
見
区
々
に
分
れ
て
ゐ
る
。
之
れ
は
侯
爵
母
堂
が
逝
去
し
た
際
、
同
家
祖
先
来
の
仏
式
を
廃
し
て
初
め
て
神
葬
に
改
め
た
。
然
る
に
親
族
中
に
も
異
説
が
起
つ
て
更
に
郷
里
佐
賀
の
菩
提
寺
で
あ
る
曹
洞
宗
龍
泰
寺
で
盛
大
な
法
要
を
営
ん
だ
事
も
あ
り
、
殊
に
同
寺
は
昨
年
大
隈
侯
を
筆
頭
に
多
数
有
志
の
肝
煎
り
で
本
堂
庫
裡
を
改
築
さ
れ
て
居
る
。
斯
ん
な
有
様
で
親
戚
中
に
も
仏
式
唱
道
者
も
あ
つ
て
、
全
く
そ
の
い
づ
れ
と
も
決
定
し
て
居
な
い
。
　
大
隈
家
の
佐
賀
の
菩
提
寺
龍
泰
寺
は
曹
洞
宗
で
あ
る
。
護
国
寺
は
真
言
宗
で
あ
る
。
し
か
し
、
母
に
な
ら
っ
て
大
隈
重
信
の
葬
儀
は
神
式
で
執
行
さ
れ
、
神
式
を
も
っ
て
護
国
寺
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
佐
賀
の
龍
泰
寺
に
は
遺
髪
が
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
二
〇
一
八
年
に
〝
遭
遇
〞
し
た
大
隈
に
関
わ
る
疑
問
に
対
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
八
年
は
大
隈
重
信
生
誕
一
八
〇
年
の
年
に
あ
た
っ
て
い
た
。
註（
１
） 
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
開
催
し
た
完
結
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
隈
に
手
紙
を
寄
せ
た
人
び
と
│
大
隈
重
信
へ
の
ま
な
ざ
し
」
に
お
け
る
各
報
告
は
、『
記
要
』
第
四
八
巻
（
二
〇
一
七
年
二
月
）
に
掲
載
。
（
２
） 
そ
の
一
端
は
、
完
結
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
大
庭
邦
彦
報
告
「
史
料
を
読
む
│
大
隈
重
信
宛
書
翰
の
翻
刻
・
校
訂
作
業
を
手
掛
か
り
に
」（『
記
要
』
第
四
八
巻
、
二
〇
一
七
年
二
月
）、
お
よ
び
友
田
昌
宏
「『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の
年
代
推
定
に
関
す
る
覚
書
」
（『
記
要
』
第
四
七
巻
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
